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議長会HP

総
務
省
の
「
地
方
議
会・議
員
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
（
座
長
＝
只
野
雅
人
一

橋
大
院
教
授
）
は
８
月
24
日
、Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
開
き
、報
告
書
案
を
取
り
ま
と
め
た
。
本

会
を
は
じ
め
地
方
側
が
求
め
る
地
方
議
員
の
法
的
位
置
付
け
、
議
会
の
権
能
強
化
な
ど

に
つ
い
て
は
踏
み
込
ま
ず
、引
き
続
き
の
検
討
事
項
と
し
た
。
地
方
議
員
の
請
負
禁
止
緩

和
な
ど
で
法
改
正
に
向
け
検
討
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
も
の
の
、報
告
書
案
に
は
地
方
代

表
か
ら
不
満
も
漏
れ
、
了
承
に
当
た
り
、
最
終
的
な
文
言
調
整
が
座
長
に
一
任
さ
れ
た
。

同
研
究
会
は
、
深
刻
化
す

る
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足

の
打
開
策
を
探
る
た
め
昨
年

６
月
か
ら
８
回
に
わ
た
っ
て

検
討
を
進
め
て
き
た
。
本
会

か
ら
川
上
幸
博
地
方
行
政
委

員
会
前
委
員
長
（
出
雲
市
議

会
議
長
）、安
達
和
彦
指
定
都

市
協
議
会
前
会
長
（
神
戸
市

会
前
議
長
）
が
構
成
員
と
し

て
参
加
し
た
。

議
論
の
過
程
で
地
方
側
が

求
め
た
な
り
手
不
足
対
策
の

う
ち
、
議
員
の
請
負
禁
止
の

緩
和
と
立
候
補
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
は
第
32
次
地
方
制

度
調
査
会
で
答
申
さ
れ
、
法

改
正
に
向
け
て
検
討
さ
れ
る

方
向
と
な
っ
た
。

た
だ
、
主
要
項
目
の
う
ち
、

議
員
の
法
的
位
置
付
け
に
つ

い
て
は
、
必
要
と
す
る
意
見

を
紹
介
す
る
一
方
、「
か
え
っ

て
議
員
の
活
動
を
制
約
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
」
な
ど

の
意
見
も
併
記
。「
引
き
続
き

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

結
ん
だ
。

議
会
の
権
能
強
化
に
つ
い

て
も
、
本
会
を
は
じ
め
地
方

側
の
複
数
の
意
見
を
紹
介
し

つ
つ
も
「
引
き
続
き
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

ま
た
、
厚
生
年
金
の
加
入

問
題
で
は
、
多
様
な
人
材
の

確
保
な
ど
の
面
で
必
要
と
の

意
見
を
示
す
一
方
、「
旧
制

度
廃
止
の
経
過
措
置
に
要
す

る
費
用
に
加
え
、
保
険
料
の

公
費
負
担
が
必
要
と
な
る
こ

と
な
ど
の
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
」
な
ど
の
異
論
も
紹

介
。「
当
事
者
で
あ
る
地
方

議
会
議
員
の
意
見
も
踏
ま
え
、

国
会
、
政
党
を
は
じ
め
各
方

面
に
お
い
て
十
分
な
議
論
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
」
と
す
る
に
と
ど
め
た
。

こ
の
日
リ
モ
ー
ト
参
加
し

た
安
達
構
成
員
は
要
望
が
先

送
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
不

満
を
示
し
、「
第
３３
次
地
方
制

度
調
査
会
で
こ
れ
ら
の
課
題

を
す
べ
て
取
り
上
げ
、
真
摯

な
議
論
を
重
ね
る
こ
と
を
強

く
求
め
た
い
」
と
述
べ
た
。

【川上構成員の発言骨子】【川上構成員の発言骨子】
１　（議員報酬）報酬引き上げに向けて踏み込んだ記述が
できなかったか、少々残念。

１　（地方議会議員の法的位置付け）国会議員との比較
で不要との意見があるが、憲法で位置付けをされている
国会議員と同列に議論できない。

１（選挙制度見直し）全国の市議会を一括りにした改革案
議論は適当でない。拙速な結論付けがなきよう。

１　「集中専門型議会」「多数参画型議会」構想に反対。
最終報告で今後の検討を一定方向に誘導するようなやり
方は如何なものか。

【安達構成員の発言骨子】【安達構成員の発言骨子】
１　（議会権能強化）「引き続き検討」は誠に残念。契約・
財産関係の議決対象範囲の拡大、議長への招集権付
与、予算修正権制約の緩和などは15 年にわたって実現
を求めている。先送りの合理的理由が理解できない。

１　（地方議会・議員位置付け）全国都道府県議長会の
案をたたき台として本格的な検討を。

１　（厚生年金加入）「十分な議論が行われることを期待し
たい」では主体的な姿勢が見えない。

１　（選挙制度見直し）慎重審議を。
１　第 33 次地方制度調査会でこれら課題を取り上げてほ
しい。

ま
た
、川
上
構
成
員
は
、報

告
書
案
結
び
で
「
団
体
規
模

に
応
じ
た
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
新
た
な
選
択
肢
の

提
示
等
」
と
の
表
現
が
あ
る

こ
と
に
言
及
。「『
集
中
専
門

型
議
会
』『
多
数
参
画
型
議

会
』
が
念
頭
に
あ
る
の
だ
ろ

う
が
、
本
会
は
こ
の
構
想
に

反
対
し
て
い
る
。
こ
の
研
究

会
で
も
正
面
か
ら
取
り
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
だ
」

と
指
摘
し
、
今
後
の
議
論
の

展
開
に
ク
ギ
を
刺
し
た
。
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川上構成員
（出雲市）

安達構成員
（神戸市）

――  

な
り
手
不
足
対
策
で
一
部
成
果
も

な
り
手
不
足
対
策
で
一
部
成
果
も  

――

「
引
き
続
き
検
討
」

「
引
き
続
き
検
討
」

－報告書案－－報告書案－

議会・議員
あ り 方 研

総 務 省総 務 省

権

能

強

化

権

能

強

化

法
的
位
置
付
け

法
的
位
置
付
け
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【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
４０
万
７
０
８
６
人　

（
今
年
８
月
１
日
）

▽
面
積　
４
０
5
・
86
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
ポ
ル
ト
ガ

ル
貿
易
船
が
長
崎
に
入
っ
て

き
た
元
亀
２
年
（
１
５
７
１

年
）
が
「
長
崎
開
港
の
年
」。

鎖
国
が
敷
か
れ
た
江
戸
時
代

も
出
島
を
通
し
て
外
国
に
門

戸
を
開
放
し
て
き
た
。
明
治

２２
年
４
月
市
制
施
行
。
平
成

９
年
１
月
中
核
市
に
。
同
２８

年
６
月
に
連
携
中
枢
都
市
宣

言
。
同
年
12
月
長
崎
広
域
連

携
中
枢
都
市
圏
誕
生
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
、
長

崎
の
「
長
」
を
草
書
で
デ
ザ

ど
の
情
報
を
各
自
の
携
帯
端

末
を
介
し
て
共
有
し
て
い
る
。

イ
ン
し
た
外
形
に
、
折
り
鶴

の
形
を
星
状
に
配
し
た
。
鶴

は
、
長
崎
港
が
上
空
か
ら
は

羽
を
広
げ
た
鶴
の
よ
う
に
見

え
る
こ
と
に
ち
な
ん
だ
。
市

の
花
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
世
界

に
紹
介
し
た
日
本
原
産
の
花

あ
じ
さ
い
。
市
の
木
は
江
戸

時
代
に
長
崎
か
ら
全
国
に
伝

わ
っ
た
な
ん
き
ん
は
ぜ
。
昨

年
、
新
た
に
市
の
鳥
を
制
定
、

「
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
」
ハ
ト

を
選
ん
だ
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

４０
人
（
現

在・男
性
36
人
、
女
性
４
人
）

▽
前
回
選
挙　
平
成
３１
年
４

月
２１
日
。
立
候
補
４５
人
、
投

票
率
47
・
33  

%

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
員

と
事
務
局
間
の
情
報
ツ
ー
ル

と
し
て
昨
年
６
月
か
ら
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
版
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
を

活
用
、
議
会
連
絡
や
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
、
災
害
な

佐
藤
議
長
の
話

佐
藤
議
長
の
話

市　章

長
崎
市
は
九
州
の
西
端
に

位
置
し
、
江
戸
時
代
の
元
亀

２
年
（
１
５
７
１
年
）
に
開

港
し
た
長
崎
港
を
中
心
に
、

日
本
で
唯
一
海
外
に
開
か
れ

た
貿
易
都
市
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
海
外
と
の
交

易
で
栄
え
た
長
崎
港
は
、
令

和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
で

開
港
４
５
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
開
港
か
ら
現
在
ま
で
の

間
、
外
国
船
と
の
出
島
で
の

貿
易
、幕
末
の
激
動
、明
治
維

新
後
の
キ
リ
ス
ト
教
解
禁
、

原
爆
の
投
下
な
ど
、
様
々
な

歴
史
を
経
て
成
長
を
遂
げ
て

き
た
長
崎
の
歴
史
を
、
ぜ
ひ

現
地
で
ご
体
感
い
た
だ
き
た

く
、
ご
来
訪
を
心
よ
り
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

国宝・世界文化遺産の大浦天主堂 
（写真提供＝長崎市）

佐藤正洋議長

連載⑤

長

崎

市

長

崎

市

副
会
長
市
紹
介

副
会
長
市
紹
介

指定協総会指定協総会全
国
市
議
会
議
長
会
指
定

都
市
協
議
会
（
会
長
＝
岩
井

雅
夫
千
葉
市
議
会
議
長
）
は

8
月
19
日
、
第
22
回
総
会
を

開
催
し
た
。
当
初
、
仙
台
市

で
の
開
催
予
定
だ
っ
た
が
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
へ
の
懸
念
か
ら
、
初
め
て

の
試
み
な
が
ら
急
き
ょ
、
Ｗｅ

ｂ
会
議
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

会
議
で
は
、
未
だ
収
束
と

は
言
え
な
い
状
況
下
の
新
型Web会議の様子

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
、
継
続
し
て

国
等
へ
働
き
掛
け
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
し
、
令
和
2
年

度
の
要
望
す
べ
き
項
目
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
」
を
追
加
す
る
こ
と

に
つ
い
て
会
長
市
の
千
葉
市

が
提
案
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

令
和
2
年
度
に
お
け
る
同

協
議
会
の
協
議
す
べ
き
テ
ー

マ
と
し
て
、
①
多
様
な
大
都

市
制
度
の
創
設
等
に
つ
い
て

②
議
会
の
権
能
強
化
―
を
、

要
望
す
べ
き
項
目
と
し
て
①

多
様
な
大
都
市
制
度
の
早
期

実
現
②
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保
③
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
へ
の
加
入
に
つ
い
て

―
を
決
定
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
令
和
元
年
度

会
計
決
算
に
つ
い
て
宮
本
恵

子
監
事
（
堺
市
議
会
議
長
）

が
監
査
報
告
し
、
こ
れ
を
認

定
し
た
ほ
か
、
令
和
2
年
度

の
会
議
・
要
望
活
動
日
程
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

当
日
は
、協
議
す
べ
き
テ
ー

マ
と
し
て
「
多
様
な
大
都
市

制
度
の
創
設
等
に
つ
い
て
」

を
取
り
上
げ
、「
地
域
経
済
を

支
え
る
中
小
企
業
等
の
持
続

的
成
長
の
支
援
」、特
に
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
す
る
中
小
企
業
支

援
」、「
働
き
方
改
革
推
進
を

含
む
こ
れ
ま
で
の
各
市
の
特

徴
的
な
取
組
」
に
つ
い
て
各

市
が
取
り
組
み
状
況
等
を
報

告
し
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

各
市
よ
り
出
さ
れ
た
中
小

企
業
等
へ
の
支
援
に
関
す
る

要
望
に
つ
い
て
は
、
令
和
2

年
度
の
要
望
す
べ
き
項
目
に

追
加
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関

す
る
要
望
」
と
一
本
化
し
調

整
し
て
い
く
こ
と
を
決
め
た
。

岩井指定協会長(千葉市)

大
都
市
の
課
題
を
協
議

大
都
市
の
課
題
を
協
議

Ｗｅ
ｂ
Ｗｅ
ｂ
会
議
で
開
催

会
議
で
開
催

初の試み
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否
や
具
体
的
な
運
営
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
助
言
を
記
し

た
（
下
記
表
参
照
）。

同
省
は
コ
ロ
ナ
禍
の
４

月
、
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
く
こ
と
が
可
能
と
の
判

断
を
通
知
。
開
催
に
際
し
て

①
議
事
公
開
の
要
請
へ
の
配

慮
②
議
員
の
本
人
確
認
③
自

由
な
意
思
表
明
の
確
保
―
な

ど
で
の
留
意
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
三
議
長
会

は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
想

定
す
る
議
会
運
営
の
在
り
方

に
つ
い
て
方
針
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
」
と
し
て
、
指
針

を
示
す
よ
う
求
め
て
い
た
。

三
議
長
会
は
今
後
も
、
デ

ジ
タ
ル
社
会
進
展
の
中
、
議

員
の
委
員
会
へ
の
出
席
の
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
同
省
と

意
見
交
換
し
て
い
く
。

総
務
省
は
、
地
方
議
会
が

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
委
員
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
す
る
際

の
「
技
術
的
助
言
」（
地
方

自
治
法
第
２
４
５
条
４
）
を

ま
と
め
、
全
国
の
自
治
体
に

通
知
し
た
。
正
規
な
開
催
を

担
保
す
る
た
め
、
議
員
の
本

人
確
認
や
表
決
方
法
な
ど

で
各
地
方
議

会
で
の
「
適

切
な
確
認
、判

断
、
対
応
」

を
求
め
た
。

本
会
も
Ｈ

Ｐ
な
ど
を
通

し
て
全
国
に

こ
の
助
言
を

伝
え
た
。　

今
通
知
で

同
省
は
本
会
、

都
道
府
県
議
会
議
長
会
、
全

国
町
村
議
会
議
長
会
の
三
議

長
会
の
質
問
に
答
え
る
形
で

考
え
方
を
示
し
た
。

「
基
本
的
な
考
え
方
」の
中

で
、
委
員
会
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
を
容
認
し
た
理
由
を

説
明
。
続
い
て
個
別
ケ
ー
ス

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
可

※資料「新型コロナウイルス感染症対策
に係る地方公共団体における議会の委
員会の 開催方法に関するＱ＆Ａについ
て」

※検索サイトで「総務省　地方議会」と
　入力頂き、検索結果の「総務省｜地方

自治制度｜地方議会」を
クリックしていただくか、
スマートフォンで QRコー
ドの読み取ることで、該
当の資料を閲覧できます。

総務省　地方議会

本 人 確 認 、表 決 方 法 . . .本 人 確 認 、表 決 方 法 . . .
「各地方議会が適切対応を」「各地方議会が適切対応を」
オンライン委員会で「助言」オンライン委員会で「助言」

総
務
省

◎基本的な考え方
　【本会議・委員会の違いは？】
　本会議のオンライン開催は慎重に考える必要あり。①地方自治法でいう「出席」は現に議場にいること
　と解される②本会議での審議・議決は団体意思の決定に直接かかわる行為であり、議員の意思表示は疑
　義が生じない形が必要―が理由。
　委員会のオンライン開催は差し支えなし。①定足数、表決事項は条例で定めるとされている②本会議に
　おける審議の予備的審査を行うのが委員会で、地方自治法の規定（「条例で定める」）も異なる―が理由。
◎議事の公開要請への配慮
　【具体的にどのような取り組みか？】
　傍聴の機会確保、ネット上での議事動画公開などが考えられる。オンライン開催の委員会の様子を住民
　が見聞することができるような環境を十分確保すべきものと考えられる。
　【議事妨害に回線遮断は？】
　例えばネット議事視聴を許可制とし、妨害があった場合は許可取り消しの上、技術的に質問の方法（回
　線遮断）によることも考えられる。
◎議員の本人確認
　【当該議員の音声、映像確認でよいか？】
　なりすまし対策が必要。指摘の方法のほか、委員固有のＩＤ、ＰＷによるログインを必要とすることな
　ども考えられるが、最終的には委員長において適切に確認されるべきものだ。
◎自由な意思表明確保
　【表決時の「出席者」確定方法は音声、映像確認でいいか？】
　委員長において適切に確認されるべきものだ。
　【表決方法、賛否確認は？】
　投票による表決、選挙は困難。表決方法は各団体において、賛否確認は委員長において適切に判断され
　るべきものだ。
　【取り扱う議事を会議規則、条例に規定する必要は？】
　規定の方法も含め、各団体において適切に判断されるべきものだ。
　【秘密会は？】
　秘密会開催に必要な環境が確保されているかなどの観点から各団体で適切に判断されるべきものだ。
◎情報セキュリティ対策
　【セキュリティ対策は？】
　各団体が自らの責任と判断でしかるべきセキュリティ対策を講じる必要がある。
◎その他
　【執行機関による説明は？】
　議会と執行機関との間で適切に決めるべきものだ。
　【委員長による秩序保持権は？、懲罰事犯は扱えるか？】
　委員長の秩序維持権限はオンライン開催でも不変。オンライン開催であっても「委員会」（地方自治法
　１３３条、１３４条第1項）に変わりなし。
　【１００条委員会での証言請求は？】
　関係者の証言の請求については、準用する民事訴訟法の規定の内容を踏まえ、適切に対応を。
　【協議・調整を行うための場（地方自治法第１００条第１２項）のオンライン開催は？】
　開催が可能。

新型コロナ対策に係る新型コロナ対策に係る委員会開催方法Ｑ＆Ａの概要（令和２年７月16日）委員会開催方法Ｑ＆Ａの概要（令和２年７月16日）
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意
見
書・決
議
　
５
月
～
７
月

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

地
方
へ
の
支
援
を
求
め
る

地
方
へ
の
支
援
を
求
め
る

※
「
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た

件
数
」
と
は
、
各
市
区
議
会

か
ら
本
会
Ｈ
Ｐ
の
「
議
会
事

務
局
専
用
ペ
ー
ジ
」
の
オ
ン

ラ
イ
ン
調
査
・
回
答
シ
ス
テ

ム
に
入
力
さ
れ
た
も
の
の
ほ

か
、
郵
便
な
ど
で
受
け
付
け

た
も
の
で
す
。

な
お
、
各
市
区
議
会
か
ら

本
会
Ｈ
Ｐ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
・
回
答
シ
ス
テ
ム
に
入
力

さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
（
平

成
16
年
以
降
の
も
の
）
は
、

「
事
務
局
専
用
ペ
ー
ジ
」
か

ら
検
索
し
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

５
月
か
ら
７
月
に
全
国
の
市
議
会
で
可
決
し
た

意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た

も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に
主
な

内
容
を
紹
介
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感

染

症

対

策

感

染

症

対

策

  

件  名 意見書 決議 
 
○新型コロナウイルス感染症 

対策の強化等  
○地方財政の充実・強化  
○義務教育費国庫負担制度の 

堅持・拡充  
○少人数学級の実現  
○国における令和 3 年度教育 

予算拡充  
○教職員定数の改善  
○最低賃金の引き上げ  
○新たな過疎対策法の制定  
○林業・木材産業の成長産業化に

向けた施策の充実・強化    
【小計】                                           
○その他  
【総合計】   

 
170 

  
83  
81  

 
35  
35 

  
34  
20  
10  
10 

    
402  
229  
637 

 
30 
  
―  
― 
  
―  
― 
  
―  
―  
―  
― 
    
30  
31  
61 

※「新型コロナウイルス感染症対策の強化等」「地方財政の
充実・強化」および「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」

和令るけおに国「」進推の級学数人少「 3 年度教育予算拡充」
「教職員定数の改善」の全て、もしくはいずれか複数を求め
る意見書をそれぞれに計上したため、意見書の合計は小計、
総合計の件数と一致しない 
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている 
※意見書・決議の件数が多い順に掲載 

    

5 月から 7 月に可決した意見書・決議の議決状況  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
意
見
書

が
、
前
回
の
集
計
分
（
第

２
１
２
２
号
掲
載
）
に
引
き

続
き
最
多
と
な
っ
た
。
今
回

の
件
数
は
意
見
書
が
１
７
０

件
、
決
議
が
30
件
。

意
見
書
お
よ
び
決
議
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
の
「
第
２
波
、
第
３

波
」
の
拡
大
や
そ
れ
に
伴
う

経
済
的
不
安
に
対
し
、
国
と

地
方
が
一
体
と
な
っ
た
対
策

の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
感
染
拡
大
防

止
対
策
等
と
し
て
①
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
適
切
か
つ
迅
速
な
情
報

提
供
②
予
防
お
よ
び
受
診
・

治
療
体
制
に
つ
い
て
の
周
知

徹
底
③
マ
ス
ク
、
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
の
安
定
的
な

生
産
・
供
給
④
感
染
者
、
医

療
従
事
者
、
日
常
生
活
に
不

可
欠
な
業
務
の
従
事
者
や
家

族
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
の

防
止
⑤
宿
泊
療
養
施
設
の
確

保
⑥
海
外
か
ら
の
渡
航
者
や

帰
国
者
へ
の
水
際
で
の
感
染

防
止
対
策
の
確
実
な
実
施
―

な
ど
を
、
経
済
対
策
等
と
し

て
①
地
方
創
生
交
付
金
、
緊

急
包
括
支
援
交
付
金
等
の
拡

充
強
化
お
よ
び
手
続
き
簡
素

化
②
更
な
る
経
済
・
雇
用
対

策
③
地
方
自
治
体
が
行
う
各

種
対
策
へ
の
財
政
支
援
④
消

費
喚
起
の
た
め
の
財
政
支
援

⑤
中
小
事
業
者
へ
の
事
業
継

続
に
向
け
た
支
援
―
な
ど
、

医
療
提
供
体
制
等
の
強
化
と

し
て
①
医
療
崩
壊
防
止
の
た

め
の
病
床
確
保
と
医
療
体
制
、

医
療
機
器
、
医
療
物
資
の
確

保
等
へ
の
支
援
強
化
②
検
査

能
力
の
一
層
の
強
化
③
医
療

機
関
や
介
護
施
設
の
実
情
に

合
っ
た
財
政
措
置
、
医
療
・

介
護
従
事
者
の
必
要
人
員
確

保
④
医
療
機
関
に
対
す
る
減

収
補
償
制
度
の
早
急
な
確
立

と
医
療
体
制
の
堅
持
⑤
治
療

薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
開
発

な
ど
検
査
・
治
療
体
制
の
構

築
―
な
ど
を
、
教
育
へ
の
支

援
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

環
境
の
早
期
実
現
な
ど
を
求

め
た
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
」
は
83
件
。

意
見
書
で
は
、
①
地
方
一

般
財
源
の
総
額
確
保
②
社
会

保
障
予
算
の
確
保
お
よ
び
地

方
財
政
措
置
の
的
確
な
実
施

③
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
包
括
支

援
交
付
金
」
の
令
和
３
年
度

予
算
に
お
け
る
財
源
確
保
④

地
方
交
付
税
に
お
け
る
「
業

務
改
革
の
取
組
等
の
成
果
を

反
映
し
た
算
定
」
の
廃
止
・

縮
小
を
含
め
た
検
討
⑤
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費
」
１
兆
円
の
引
き
続
き

の
財
源
確
保
⑥
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け

た
財
源
確
保
⑦
森
林
環
境
譲

与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し

⑧
地
域
間
の
財
源
偏
在
性
の

是
正
に
向
け
た
抜
本
的
改
善
、

各
種
税
制
の
廃
止
、
減
税
の

検
討
の
際
の
自
治
体
財
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う

な
対
応
の
実
施
⑨
地
方
交
付

税
の
財
源
保
障
機
能
・
財
政

調
整
機
能
の
強
化
、
小
規
模

自
治
体
に
配
慮
し
た
段
階
補

正
の
強
化
な
ど
の
対
策
⑩
地

方
交
付
税
の
法
定
率
引
き
上

げ
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
頼

ら
な
い
地
方
財
政
の
確
立
―

を
要
望
し
た
。

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
・
拡
充
」
は
81

件
。教

育
の
機
会
均
等
と
水
準

の
維
持
・
向
上
の
た
め
に
不

可
欠
な
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
を
堅
持
し
、
負
担
率

を
１
／
２
に
復
元
す
る
よ

う
要
望
。
ま
た
、
多
く
の
意

見
書
が
併
せ
て
少
人
数
学
級

の
推
進
、
令
和
3
年
度
教
育

予
算
拡
充
、
教
職
員
定
数
の

改
善
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
・
拡
充

制
度
の
堅
持
・
拡
充


